




包括的なバグ検出
360 EC の高精度なモデリング機能とシーケンシャル解
析は合成のバグ、合成／シミュレーションのミスマッチ、
RTL コーディングのバグ等、簡易等価チェックツールで
は検出できない各種バグを検出します。

以下に対する自動チェックが可能です：

合成 full_case、parallel_case••

バス衝突、 フローティング••

ゼロ除算••

負の除数、指数、剰余••

ドントケアおよび X 代入••

リード／ライト、ライト／ライトの ••
	 レース条件

戻り値のない関数••

アレイ境界••

範囲オーバーフロー••

スタックアット••

初期化••

デッドコード••

ユーザー定義••

360 EC はシミュレーションあるいは合成セマンティック
スに合わせることができ、VHDL の 9 値および Verilog
の 4 値セマンティクスに従うよう設定することもできま

す。 RTL-RTL または RTL- ネットリストにおいて「ドント
ケア」をコントロールし、観測する高度な機能により、
比較的単純なテクニックを使った等価チェッカでは見逃
されてしまうバグを検出することが可能です。

主な機能
コンスタント ステート、インバータのプッシュ、••
重複ステート等の最適化に対応
既存の設計環境に変更の必要なし••
各実装レベル間の等価性を証明することでチッ••
プレベル シミュレーションの負荷を大幅に軽減
マルチスレッド ベースの証明エンジン••
数百万ゲート規模の設計を検証可能••
データパス解析機能により大規模な乗算器にも••
対応
リソース共有をサポート••
低消費電力実装とクロック ゲーティングをサ••
ポート
論理コーン抽出とハイライト機能による重点的••
デバッグ
セル ライブラリをシーケンシャル チェックで••
評価することによりライブラリ セルに含まれる
false-negative を排除
標 準 的 な 設 計 言 語 の サ ポート：Verilog 95 & ••
2001、VHDL 87 & 93 およびそれらの混在
標 準 的 な プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の サ ポ ー••
ト：Linux  32/64  ビ ッ ト (Opteron/
X e o n ) 、 S o l a r i s  3 2 / 6 4  ビ ッ ト 
 

図 2： 360 EC による診断結果



検証事例
自動ステート マッピング

360 EC-ASIC は 19 万のステート要素を含むマイクロコン
トローラ設計に対する証明ベースのステート マッピング
を 100 分未満で完了しました。 それまでの他のツール
を使ったマッピングでは、膨大な名前変更と複雑な設計
制約を処理できず失敗していました。

True Functional Sign-Off フロー

大手通信システムメーカーは、新しい周辺回路の開発
にあたって 360 MV を使用し、True Functional Sign-Off
品質を達成しました。 これらの周辺回路は複数回イン
スタンス化され、2 個の ASIC（各 400 万ゲート）に統
合されて大規模なマルチプロセッサ システムの中心的
部品となりました。 その後、実装工程で高い品質レベ
ルを維持するために 360 EC-ASIC が使用されました。 
どちらの ASIC も 1 回で正しく動作し、厳しいプロジェク
ト スケジュールを達成することにより事業の成功に大き
く貢献しました。

高度な「ドントケア」処理

360 EC-ASIC の正確な「ドントケア」処理により、商用
マイクロプロセッ IP 設計における合成／シミュレーショ
ンのミスマッチを検出することができました。 この IP ベ
ンダーは「ドントケア」条件の代入を取り除くことにより、
ドントケアに対する処理方針全体を変更しました。

包括的なバグ検出

360 EC-ASIC による合成／シミュレーションのミスマッチ 
チェックにより、ベースバンド チップに含まれていた合
成バグを検出しました。これは "full_case" ディレクティ
ブによるもので、不正な合成ツール制約条件によりリス
ピンが必要となったかもしれないケースでした。 他の
ツールでは問題に対する警告が不正確であったり、バグ
そのものを見逃していた可能性がある事例です。

FPGA 等価チェック

360 EC-ASIC の FPGA 版、OneSpin 360 EC-FPGA は、 
FPGA を使った ASIC のプロトタイピング、および量産用
FPGA 設計フローに対応したスタンドアロン等価チェック
ソリューションです。詳細については、360 EC-FPGA デー
タシートをご覧ください。
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